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写四

初冬をつげる

つるし柿

合年は柿が不作で

ちょっぴりさみしい

つるし柿

（大和亀井定市さん宅にて）
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師走に入るや

思わぬ大雪

積雪15~25cm

(12月 1日撮影）

町民のうごき

人口 3, 2 9 1人(+1) 

男 1, 5 9 5人(+1) 

女 1, 6 9 6人（土 0)

世帯数 1, 0 0 6描（土〇）

（平成 8年11月30日現在）
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©。ヽ〗毯。龍＠ 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 屈隊韓 (2) 

平
成
九
年
一
月
か
ら
基
礎

年
金
番
号
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
的
年
金
各
制

度
間
を
ま
た
が
る
情
報
交
換
を
円
滑

に
行
い
未
加
入
者
の
発
生
防
止
や
公

的
年
金
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

基
礎
年
金
番
号
が
付
与
さ
れ
る
こ

と
で
、
加
入
者
が
特
別
の
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
も
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
。

、

こ
の
よ
う
に
、
年
金
サ
ー
ビ
ス
は

確
実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
社
会
保

障
制
度
の
基
本
は
自
分
の
権
利
は
自

分
で
守
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
、
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
社

会
シ
ス
テ
ム
も
、
自
身
が
保
険
料
を

払
わ
な
け
れ
ば
、
参
加
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
老
後
を
支
え
る
国
民
年

金
は
、
社
会
の
全
員
が
支
え
合
う
も

の
で
す
。

従
っ
て
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は

毎
月
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
な
の
で

す
。
納
付
忘
れ
が
な
い
か
ど
う
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
経
済
的
な
理
由
で
保

険
料
が
払
え
な
い
と
い
う
方
も
い
る

で
し
ょ
う
。
社
会
保
障
制
度
に
参
加

す
る
意
思
は
あ
る
が
、
経
済
的
理
由

で
保
険
料
が
払
え
な
い
方
に
は
、
保

険
料
免
除
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

薗置塁一

す
。
特
に
学
生
の
場
合
に
は
、

一
般

に
稼
得
能
力
が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら

よ
り
配
慮
さ
れ
た
免
除
基
準
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
在
学
中
の

学
生
の
保
険
料
に
充
て
る
た
め
、
年

金
福
祉
事
業
団
の
貸
付
制
度
も
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、

そ
の
分
の
年
金
額
が
低
く
な
り
ま
す

の
で
、
将
来
の
給
付
額
を
確
保
す
る

た
め
に
、
免
除
後
十
年
間
に
限
り
追

納
と
い
っ
て
、
後
で
保
険
料
を
納
付

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組

み
に
よ
っ
て
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
付
し
や
す
く
し
て
い
る
の
に
は
理

由
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
な
ど
の

公
的
年
金
制
度
は
、
世
代
間
扶
養
の

仕
組
み
に
よ
り
、
自
分
自
身
の
老
後

に
備
え
、
親
の
老
後
を
支
え
、
万

一

の
場
合
に
は
残
さ
れ
た
遺
族
の
方
々

の
生
活
も
保
障
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
優
れ
た
仕
組
み

を
持
つ
国
民
年
金
制
度
も
、
一
人
ひ

と
り
が
保
険
料
の
納
付
義
務
を
果
た

さ
な
い
と
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
き

ま
す
。

未
加
入
の
ま
ま
で
い
た
り
、
必
要

な
届
出
を
忘
れ
た
り
、
保
険
料
を
納

め
な
い
で
い
る
と
、
も
ち
ろ
ん
、
自

分
自
身
が
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

下
が
り
、
最
悪
の
場
合
に
は
無
年
金

基

礎

年

金

番

号

と

保

険

料

納

付

平成 8年度金婚者名簿

;- #_-

部落名 夫婦名 年齢部落名 夫 婦 名 年齢

小畑井
品＋~明 78 

小藪 谷 田
重信 71 

城戸 サカヱ 73 和子 68 

上森山 上 甲
幸雄 77 

上鹿野川 橋本
忠利 78 

ハナ子 76 久香 73 

上森山
政市 80 

上駒峨谷 東
繁太郎 74 

松井 ミカヨ 76 芳子 71 

共栄 宮 田
吉向 ム熙巳 73 

上勒峨谷 帽子
照雄 69 

ユキノ 66 達子 68 

中居谷
源格 77 

菟野尾 山下
炉田 早手［＝コ 74 

西本 美喜子 66 ムメコ 70 

白 石 上 田 正恒 71 
菟野尾 山 本

末波 79 

艶子 70 ヒサコ 78 

影 地 源 田
武 76 

菟野尾 久保
茂幸 75 

ワカヱ 70 アイコ 71 

広 常 稲 田
久義 76 

郷 兵頭
幸徳 69 

静 70 トミコ 67 

久保 博 田熊市 70 
郷 藤原

正嘉 77 

一 子 66 サカエ 73 

森 兵 頭 茂・秋 73 
瓜生谷 山 下

康 見 73 

笠 子 70 房江 75 

大和
＝ 瀬 亨 口成JilL 70 

藤野原 畦崎
伸穂 81 

ー スマ子 68 コマッ 72 

中野
富重 70 

中津
--— r 呂

旦ヌ 69 
鳥越 ミュキ 68 俊子 70 

（部落順）
11/15金婚式

24組を祝福

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
制
度

に
未
加
入
で
い
る
と
、
積
極
的
に
制

度
を
担
っ
て
い
る
大
部
分
の
人
に
迷

惑
を
か
け
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
っ

て
生
ま
れ
る
国
民
の
間
の
相
互
不
信

夫婦共にい〗
、元気で50年

が
大
ぎ
く
な
り
、
社
会
全
体
で
支
え

合
う
社
会
保
障
の
仕
組
み
に
取
り
返

し
の

つ
か
な
い
悪
影
響
を
及
ぽ
す
事

態
に
も
な
る
の
で
す
。

も
う

一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
の
納
付
を
。

平
成
八
年
度
金
婚
式
が
、
十
一
目

十
五
日
（
金
）
風
の
博
物
館
多
目
的
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、

二
十
四
組
中
二
十
一

組
の
ご
夫
婦
を
お
む
か
え
し
、
晴
れ

や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
金
婚
式
は

ご
成
婚
五
十
周
年
を
記
念
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
が
、
当
日
ご
出
席
い

た
だ
い
た
ご
夫
婦
は
、
共
に
永
い
苦

難
を
た
え
ら
れ
、
共
に
人
生
を
の
り

こ
え
ら
れ
た
清
々
し
い
満
足
惑
で
い
っ

ば
い
で
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。



(3) ⑲。〗麿。~@ 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 靡臨忌

宇和島龍神太鼓・久ガ山五神太鼓

肱川風陣太鼓による

太鼓 の例 籟 演

第12回肱川ふれあいまつり

子供に大人気のフワフワラッコ

十
一
月
十
七
日
、
第
十
二
回
肱
川

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
が
、
町
民
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
川
上
商
工
会
が
進
め
て

い
る
生
涯
学
習
振
興
事
業
か
ら
一
部

補
助
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
曇
り
空
で
あ
い
に
く
の

空
模
様
で
し
た
が
、
集
い
・
く
つ
ろ

ぎ
・
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
、
盛
大
な

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

幕
あ
け
は
、
午
前
九
時
半
か
ら
例

年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
子
供
相
撲
大

会
を
始
め
と
し
て
た
く
さ
ん
の
行
事

で
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

又
、
新
し
い
催
し
も
の
と
し
て
、

健
骨
度
、
体
脂
肪
測
定
で
は
、
健
康

に
自
信
の
あ
る
人
、
な
い
人
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
健
婦
さ
ん
及
び
松
山

薬
品
の
人
に
こ
れ
か
ら
の
食
生
活
等
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肱川風陣太鼓のみなさん

（子供相撲大会成績表）

小学生の部

区分 学年 順位 選手名 学校名

4 優勝 東 慶一郎 予子林

］ 準優勝 中居優一朗 中 野

個 の 3 位 笹木 聖吾 中 野

部 ” 土居 勇輝 正 山

5 優 勝 岡 本 和也 大谷

人 ］ 準優勝 藤原 裕也 正 山

の 3 位 上岡 弘侑 正 山

部 ” 中野 賀津記 中 野

戦 6 優勝 東 直希 正 山

］ 準優勝 高橋 敏夫 正 山

の 3 位 栗木 辰哉 正 山

部 ” 山下 裕介 予子林

中学生の部

区分 学年 順 位 選 手 名

1 優勝 山下 翼

I 準優勝 高岡 寿 光

個 の 3 位 山田 勝

部 II 宮岡 寿和

2 優勝 池田 光章

人 I 準優勝 中岡 勤

の 3 位 舌EEi 氷‘ 千聡

部 ” 清水 宏昭

戦
3 優勝 岡 本 竜

I 準優勝 沖野 車、L、一＝ 
の 3 位 岩田 耕司

部 II 高尾 真 二

宇和島龍神太鼓のみなさん

体脂肪健康チェック

の
指
導
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

こ
の
測
定
結
果
を
基
に
こ
れ
か
ら

の
生
活
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

屋
外
太
鼓
コ
ソ
サ
ー
ト
で
は
、
宇

和
島
龍
神
太
鼓
、
久
万
山
五
神
太
鼓

及
び
肱
川
風
陣
太
鼓
の
―
―
―
太
鼓
が
競

演
し
ま
し
た
。
中
で
も
久
万
山
五
神

■ ----圭 5届学醤フェフ9
三濱王 宣 字乞 J●霞・・が行 9鼻全 和."／上直工合・証,,,●""'"'瓜合・紅,,,.,。？..s.“

太
鼓
で
は
、
仮
面
を
つ
け
自

由
奔
放
な
演
技
そ
し
て
迫
力

あ
る
バ
チ
さ
ば
き
で
大
勢
の

観
衆
を
魅
了
さ
せ
て
い
ま
し

こ。t
 

久万山五神太鼓のみなさん

子 供 相 撲



⑲。柩麿。唸

イ
意
識
が
あ
っ
て
も
、
せ
き
が
で

な
い
時
（
背
部
叩
打
法
）

せ
ぎ
が
十
分
で
ぎ
な
い
と
ぎ
や
せ

き
が
弱
く
な
っ
て
き
た
ら
片
方
の

手
の
ひ
ら
で
胸
を
支
え
も
う
一
方

の
手
の
ひ
ら
で
、
背
中
の
肩
甲
骨

平
手
で
四
ー
五
回

す
ば
や
く
た
た
＜

ア
意
識
が
あ
り
、
せ
き
が
で
る
時

の
ど
に
物
を
つ
ま
ら
せ
た
人
が
せ

き
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
な
に

も
し
な
い
で
勇
気
づ
け
せ
き
を
続

け
さ
せ
ま
す
。
自
分
の
せ
ぎ
で
異

物
を
吐
き
出
す
の
が
最
も
有
効
な

方
法
で
す
。

望
↓
 

今
回
は
、
の
ど
に
物
が
つ
ま
っ
た

場
合
の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

毎
年
約
二
千
人
の
人
が
気
道
に
物

を
つ
ま
ら
せ
て
死
亡
し
て
い
ま
す
。

特
に

0
歳
児
と
老
人
に
多
い
の
が

特
徴
で
す
。
老
人
や
大
人
で
は
、
食

事
中
に
食
物
が
つ
ま
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
乳
幼
児
で
は
手
の
届
く

範
囲
内
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
異
物
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

の
ど
に
物
が
つ
ま
る
と
、
し
ゃ
べ

れ
な
く
な
り
手
で
の
ど
を
つ
か
ん
で

物
が
の
ど
に
つ
ま
っ
た
こ
と
を
他
の

人
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

の
間
を
、
四
ー
五
回
強
く
素
早
く

た
た
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、

頭
は
胸
よ
り
も
低
く
し
て
く
だ
さ

、0
し※

乳
幼
児
（
一
歳
く
ら
い
ま
で
）
の

場
合
の
背
部
叩
打
法

乳
幼
児
で
は
頭
を
下
に
向
け
て

う
つ
向
ぎ
に
し
手
当
す
る
人
の
前

腕
か
太
も
も
に
ま
た
が
せ
る
よ
う

に
し
乳
幼
児
の
下
あ
ご
を
片
方
の

手
で
し
っ
か
り
と
支
え
、
頭
が
胸

よ
り
も
低
く
な
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

ウ
背
部
叩
打
法
を
行
っ
て
も
異
物

を
吐
き
出
せ
な
い
時

姿
勢
は
、
う
つ
向
ぎ
で
も
あ
お

向
け
で
も
よ
い
で
す
か
ら
手
の
ひ

ら
を
側
胸
部
に
お
い
て
円
側
に
引

き
し
ぽ
る
よ
う
に
圧
迫
し
て
く
だ

さ
い
。

次
回
は
、
脳
卒
中
に
な
っ
た
場
合

の
応
急
手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

一人ひとりが健康を守り

し

の
置

ナ
立

向

5

｝
 

お
合

あ
場

に
迫

方
圧

下
＜

:] 
｀
 

応

急

処

置

明るいまちをつくります （町民憲章） ，靡麟 (4) 

， I--
咆）H¥MED¥C

大洲地区広域消防事務組合（組合長 桝田炭ー）で

は、平成 9年 1月 1日から、高規格救急車の運用を

開始します。

この救急車では、救急救命土が車載の伝送、ンステ

ムを使い、救急病院の医師の指示を受けながら、心

肺機能が停止している患者に「電気ヽンョック」、「器

具を使った気道確保」、「点滴」などを行います。

大洲市、喜多郡で発生した救急事故の救命率向上

を目指し出動しますので、みなさんご支援、ご協力

をお願いします。



(5) ⑲。嘔毯。領＠ 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 鯛 麟

十

一
月
二
十
二
日
午
前
十

一
時
か

ら
約
三
十
分
間
、
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス

で

接
続
し
て
役
場
と
小
学
校
で
バ
ソ
コ

ソ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

化
完
了
セ
レ

モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

電
=-=-＝＝ニ=-•― ' = =:~ = 
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一

パソコンを使った
テレビ会議で児童の
質問に答える町長

テレビ画面に写って
いる大谷小児童

こ
の
試
み
は
、
今
年
度
小
学
校
五

校
に

三
十
台
の
パ
ソ
コ
ソ
を
購
入
し

た
こ
と
に
伴
い
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
大
谷
小
学
校
と
予
子
林

小
学
校
の
五
・
六
年
生
約
二
十
人
で

テ
レ
ビ
会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ソ
に
ス

イ

ッ
チ
が
入
る
と

町
長
が
「
見
え
ま
す
か
」
と
呼
び
か
け

児
童
が
町
長
の
仕
事
や
子
供
の
こ
ろ

の
夢
を
質
問
す
る
と
、
町
長
は
、

モ

ニ
タ
ー
に
写
っ
て
い
る
児
童
の
表
情

に
笑
顔
で
や
さ
し
く
答
え
て
い
ま
し

こ。
キー

今
後
は
「
イ
ソ
タ

ー
ネ
ッ

ト
で
町

内
の
学
校
間
は
も
ち
ろ
ん
、
都
市
部

の
学
校
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

年末の交通事故防止
ゆとりをもった運転と安全最優先の歩行

令年もあとわずか。社会全体が慌ただしく動 く年末は車

や人の流れがふだんより多く、 交通事故も発生しやすくな

ります。

先を急ぐあまり、ドライバーは無理な追越しやスピード

の出し過ぎを、歩行者は信号無視や無理な横断をしがちで

す。ゆとりをもった運転と安全最優先の歩行を心がけましょ

う。

〈ドライバーの注意点〉

●時間的にも精神的にもゆとりのある運転を心がける。

• シートベルトを必ずしめる。

• たとえ少旱でも、お酒を飲んだら絶対に運転しない。

〈歩行者の注意点〉

●道路を横断するときは、遠回りでも必ず横断歩道や歩道

橋を渡る。

●横断歩道を渡るときでも、左右の安全を確認する。

• お酒を飲んでいても、 道路を歩く ときは気持ちを引き締

めて歩く 。

保育所園児募集について
肱川町保育所「ぽっぽ園」では平成9年度 の

新入園児を次により募集しておりますので、

入園を希望される方は申し込んでください。

(1) 対象児

満年齢で 2歳、

(2)保育時間

（平 日）午前 7時30分～午後 6時まで

（士曜日 ）午前 7時30分～午後 1時まで

ただ し、 第 2•第 4 土曜 日 は休みます。

(3)保育料

1人月額 20,000円

ただ し、 2人目からは月額 10,000円

(4)給食料

1人 1日

(5) 申込期限

平成 9年 2月28日（金）

(6) 申し込み及び問い合わせ先

「ぽっぽ園」 s 34-3393 

300円

3歳児

（おやつを含む）

く＿庫の西〉
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「
骨
髄
液
の
提
供
（
骨
髄
移
植
）
」
と

い
う
あ
な
た
の
善
意
が
、
白
血
病
や

重
症
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液

難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救
い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者
（
ド
ナ
ー
）

の
白
血
球
の
型
(
H
L
A
型
）
を
一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

一

致
す
る
確
率
は
兄
弟
姉
妹
間
で
四
人

に
一
人
、
そ
れ
以
外
で
は
数
百
人
か

ら
数
万
人
に

一
人
と
ま
れ
な
た
め
、

ま
だ
多
く
の
患
者
さ
ん
が
骨
髄
移
植

を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
で
当
面
十
万
人

を
目
標
に
、
広
く
一
般
の
方
々
に
骨

い
の
ち
を
救
え
る
の
は

あ
な
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん

あなたを

椅っている人がいます

施 ＝5 又几 名 開設日 問い合わせ先 電話番号

西条中央保健所 月曜日
西条市神拝甲150-1

0897-56-1300 
保健予防課医療係

宇和島中央保健所 火曜日
宇和島市天神町7-1

0895-22-5211 
保健予防課医療係

愛媛県骨髄 月曜日 松山市高岡町80-1
089-973-0700 

データセンター 水曜日 愛媛県赤十字血液センター内

髄
バ
ソ
ク
ヘ
の
骨
髄
提
供
希
望
者
登

録
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
バ
ソ
ク
登
録

窓
口
」
を
左
記
に
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の

健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

◎
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
先

愛
媛
県
保
健
環
境
部
薬
務
課
指
導
係

6089

—

941
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111 
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線
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3
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のの栄れこは定し、種なかこ くれ の
かく養てと過のなのいかれ 含る娩—

エコ多 の例で栄良そが脳すレ数まつ寿--,
ル ‘頭

代ぇし養くれあ の °ビ多でての
‘ら素いが剰物い面事わら ま水

後脂イサ＜
数肪コヘ含

？謝ばよ素すらる発 番くに魅食 を
良

こいのま‘栄 質点か実つの れの ミ に ‘ う が る 出 の達 組のも力事
れ摂うす動養 にからでて成 るょ日酸サキま、ノ効:ヵヽ取食版は と な出‘的とく
ら取ち°物症偏 し‘みすい分 → 間六ペサれ

のすど頭実とっくる°るが
タう五＇ ；ぁ‘ノエて饂果〉゜り事物事深 ど版こな同す

確 るれ に験 いたっとしこ脳 ？旦尉る夕‘ノし、食
的 上とや 実い が物のテ様る

実のを良をう栄 か 、 か と の 、：明かし、エ酸る魚いの
、と酸 げし番で関 企や種 1 、食

らて組す係 画ロ陀

なが‘い含弊養あ解しは発
情効いとめ害のり

一のらは酸ゃ D のゎー れどでが さ賽： ； ?>
ま

明‘‘達な．液分初-EH脂れ種てのは れイすの‘
報果つさ報をと さ栄疑に と-泌乳 な PA肪るで いよ て
は的‘れ告招り 。

す 喜卜°人不
れ養 い深 でに ．．． ~ るう頭 いミルこに老
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鵬渭冨藝冒
あ
ま
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。
で
は

一
体
、
頭
を
良
く
す
る
究
極
の
栄
養

と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

脳
の
発
育
に
は
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
食
事
が
大
事

こ
の
命
題
に
明
確
な
答
え
を
出
す

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
の
成
果
が

待
た
れ
ま
す
。
現
在
｀
脳
の
生
理
化

学
と
し
て
の
認
識
、
記
憶
、
意
識
、

思
考
に
関
す
る
基
礎
研
究
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
中
川
八
郎
・
大
阪
大

学
名
誉
教
授
が
、
米
国
の
小
児
精
神

科
医
で
あ
る
キ
ー
ス
・
コ
ナ
ー
ズ
博

士
の
著
書
「
F
E
E
D
I
N
G
O
F
 B
R
 

A
I
N」
か
ら
紹
介
し
て
い
る
興
味
深

い
研
究
結
果
を
挙
げ
て
み
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と

①
規
則
正
し
い
朝
食
の
摂
取
が

-
子
ど
も
の
脳
の
発
達
に
は
大

切
で
あ
る

-r

②
離
乳
後
期
で
あ
る
生
後
九
力

月
以
降
の
食
事
の
中
心
が
乳

汁
の
み
で
は
鉄
分
の
不
足
と

な
り
、
脳
の
発
達
に
深
刻
な
影
響

一
を
与
え
る

③
糖
分
の
過
剰
摂
取
は
脳
の
活
動
に

奥
奮
を
高
め
過
ぎ
、
行
動
や
情
動

を
不
安
定
に
す
る
可
能
性
が
あ
る

な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な
研
究
内
容
を
考
え
合

わ
せ
る
と
、
特
定
の
栄
養
素
を
た
だ

単
純
に
多
く
と
る
だ
け
で
は
頭
は
良

く
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
健

康
な
脳
の
発
達
に
は
健
康
な
食
生
活
、

つ
ま
り
、
栄
養
素
の
バ
ラ
ソ
ス
の
と

れ
た
食
事
を

一
日
三
回
、
適
量
（
腹

八
分
目
）
と
る
の
が
最
も
よ
い
と
い

え
る
の
で
す
。

10/29 
11/ 5 
11/ 9 
11/12 

11/15 

11/17 

11/19 
11/22 

11/23 

マ訊コ塁慈に報道蒻峨さ汎た肱』靡甘
四季録ドエンチ・デ・バカブ｀ノド坂根

／／ 知 識を捨てる作業 ” 
「鹿野川荘」の建設急ピッチ来春開 業 め ざ す

四季録白菜の話坂根修

ェコー読者のひろば重要課題は腰すえ対処を

福山春義

／／ 愛媛俳壇宮本みつこ

／／ 四 季録人糞考坂根修

愛媛朝日テレピ デジタル化完了セレモ ニー

大谷・予子林小学校の児童と TV会議

電話回線デジ タル化記念しTV会議で

笑顔交換

愛媛新聞
／ヽ

／／ 

／ヽ

／／ 

愛 媛新聞

修 11/24 
11/28 

/／ 

11/29 

11/30 

12/ 2 

12/ 3 

愛媛新聞 つ ぶ や き 伊 予 の 内 ま わ り Iターン組

” /／ 学 校 近 く に 火 葬 場 苛烈な人

テ レ ピ 愛 媛 テ レビリポーター ク ラプ 英語劇

愛媛新聞 おおずふれあいの森「青年の家」

愛称決まる 入選清水美貴

「ふみの日」手紙コンクール

文部大臣奨励賞予子林幼稚園東建二

ェコー読者のひろば愛媛の顔玉春 日

突き押しに魅力 福山春義

四季録都会と農村は双峰

／ヽ

rヽ

／ヽ 坂根 修；
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◎戸別募金

部 落 金 額 部 落 金 額

小畑井 2,150円 ，下鹿野 川 23,500 円

萩野尾 3,000 上鹿野川 36,020 

汗 生 13,500 ノ甲＇、 造 2,500 

道野尾 13,500 見の越 3,000 

上森山 7,000 月野尾 9,600 

八重栗 5,500 下敷水 10,000 

山 槌 12,000 敷 水 10,000 

協 生 14,610 上敷水 2,645 

嘉 城 11,500 下嵯峨谷1 6,000 
丑，／ 栄 24,600 下嵯峨谷2 1,500 

中居谷 23,770 上嵯餓谷 6,000 

白 石 9,100 菟野尾 11,000 

影 地 8,750 橡の木瀕 1,500 

広 常 20,000 柳 12,900 

久 保 18,000 郷 8,000 

大 平 13,100 市之畦 7,000 

大屋敷 8,000 瓜生谷 9,500 

森 7,000 町 12,000 

肱 栄 6,500 藤野原 9,000 

大 和 16,500 小 倉 3j500 

中 野 33,100 中 津 10,000 

小 藪 24,000 合 計 490,345 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
実
施
中

゜

◎職域 ・団体募金

区 分 金 額

婦 人 入云 37,881円

建設省事務所 8,200 

老人クラブ 30,100 

青 年 団 50,000 

肱 流 苑 9,111 

商 工 入云 2,000 

・怨,~ヽ ロ 1,000 

社
協
た
よ
り

ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
は
楽
し
く

迎
え
た
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
病

気
な
ど
で
そ
れ
が
で
ぎ
な
い
人
も
お

ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
が
今
、
「
幸
せ

だ
な
あ
」
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
気
持

ち
を
分
か
ち
、
歳
末
た
す
け
あ
い
に

寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
寄
付
を
さ
れ

た
人
も
喜
び
、
寄
付
を
し
た
人
も
あ

た
た
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
こ

の
運
動
は
歳
末
に
あ
た
り
援
護
を
必

要
と
す
る
人
々
に
物
心
両
面
に
わ
た
っ
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十
月

一
日
よ
り
赤
い

に
1
羽
根
共
同
募
金
が
全
国

し

〇

各

地
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら

6
 

，

れ

ま

し
た
。
肱
川
町
で

゜
蒙

0
も
町
民
の
み
な
さ
ん
の

しヽざ

，

ご

協

力

を

得

て

温

か

い

-

』

額

喜

の

募

金

が

寄

せ
ら

ぅ

総

れ

ま

し
た
。
お
陰
を
も

と

金

ち

ま

し

て

目

標

額

を

達

が
募
三
0
〗
〗
い
口
〗

誓

額

、

県

共

同

募

金

会

へ

送
金
い
た
し
ま
す
。
本

r
 

r
 

当
に
、
こ
協
力
あ
り
が

ヵヽ協
L

ご

赤

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

運
動
実
施
期
間
は
、
十

二
月

一
日

か
ら
十
二
月
―
―
―
十

一
日
ま
で
の

一
カ

月
間
で
す
。
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
あ
た
た
か
い
善
意
の
寄
付
金

を
頂
ぎ
援
護
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

「
地
域
で
さ
さ
え
あ
う
明
る
い
お
正

月
」
を
皆
さ
ん
の
菩
意
に
よ
っ
て
、

全
て
の
町
民
が
迎
え
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

肱川町社会福祉協議会

B (0893) 34-2340 

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

重

信

町

高

村

和

男

様

森

沖

田

光

香

様

◎大口募金

区 分 金 額

10,000 X 3名 30.， 000 円

5,000 X 1名 5,000 

2,000円X36名 72,000 

100,000円X 1名 100,000 

合 計 207,000 

◎学校募金
（教職員を含む）

区 分 金 額

中野幼稚園小学校 7,000円

正山 ” 15,780 

大谷 // 

予子林 // 

岩谷 // 2,000 

肱川中 学 校 33,214 

大洲高校肱｝II分校 6,970 

“tl伍E三出H血 1渇四罪出非『f:m印糾晴9
相 談 日 担 当 者 相 談 日 担 当 者

1 / 7（火）福田 保・桜田徳香 1 /20（月） 角田和三・ 山本節子

2/5（火）福田 保・菅野桂子 2 /20（木）笹 木明 徳・ 台本曙美

3/5（水）福田 保・寺岡初恵 3 /21（金） 藤原福計・後藤 忠

4/7（月） 福田 保・玉井 清 4 /21（月） 上甲 勝・ 山下 博

5/6（火） 福田 保・小川 和雄 5 /20（火） 笹木明徳・桜田徳香

6/5（木）福田 保・山本節子 6 /20（金） 角田和三・菅野桂子

7/7（月） 福田 保・台本曙美 7 /22（火） 後藤 忠・寺岡初恵

8/5（火） 福田 保・上甲 勝 8 /20（水） 山下 博・玉井 清

9/5（金） 福田 保・小川和雄 9 /22（月） 山本節子・藤原福計

10/ 6（月） 福田 保・桜田徳香 10/20（月） 角田和三・台本曙美

11 / 5（水） 福田 保・菅野桂子 11 /20（木） 笹木明徳・寺岡初恵

12/ 5（金） 福田 保・後藤 忠 12/22（月） 玉井 清・上甲 勝

※出務時間

※場所

13 : 30,,.._,___., 16 : 30 

肱川町公民館(2F)青年室
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 年

r
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□
じ

い

E
'
亡

「

j
r

J
A
肱
川
で
は
、
県
下

一
斉
に
行
わ

れ
て
い
る
年
末
金
融
推
進
に
合
わ
せ
運

動
を
展
開
中
で
有
り
ま
す
。

今
年
は
、
冬
の
ス
ピ
ー
ド
ク
ジ
ラ
キ
ャ

ソ
ペ
ー
ソ
と
、
ち
ょ
ち
く
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ

の
二
本
立
で
県
下
一
斉
に
推
進
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
す
で
に
十
月
号
の
広
報

に
て
お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま
す
よ
う

に
定
期
を

一
0
万
円
し
て
頂
く
と
そ
の

場
で
当
た
る
宝
く
じ
が
引
け
ま
す
。
内

容
的
に
は
別
紙
の
通
り
で
す
の
で
ど
う

か
お
楽
し
み
下
さ
い
ま
し
て
、
貯
金
の

方
も
宜
敷
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
十

二
月
二
十
七
日
頃
か
ら
十

二

月
三

0
日
の
間
に
皆
様
の
家
庭
を
訪
問

致
し
ま
す
の
で
今
年
の
締
め
く
く
り
を

重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

目
標六

0
億
四
、
五

0
0
万
円

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

JA貯金冬のスピードクジラキャンペーン

1 愛媛県下 JAがおくるホットな総額6,600万円 I

キャンベーン期間 平成841月t~12月30日(2か月間）

申込む！
JAで貯金・定積を申込みます

期間中に JAの定期貯金、スーパー貯蓄貯金、 定期
積金を新しく ご契約いただきますと、その場で当た
る、 楽 しいス ピー ドくじを差 し上げます。

くじが引ける！
スピー ドくじが引けます

スピードくじはスクラッチカードになっています。
コイン等で銀色部分をはがしてください。
その場ですぐに賞金がわかります。

賞金が当たる！
スクラッチで当たると

＊当選金をお受取り ください。当選カード裏面に住所・氏名等を
ご記入の上、お申込みになったJA窓口にてお引換えください。

1等 総数662本 2等 総数1,324本

塁30,000円塁 10,000円
税引後24,000円 税引後8,000円

3等 総数3,310本 4等 総数23,170本

塁 3,000円塁 1,000円
税引後2,400円 税引後800円

＊上記当選本数 は、期間中県下での合計本数です。
*1等～ 4等の賞金は20％の税金を引いた額でのお支払いとなります。

あらかじめご了承ください。

JA肱川 お問い合わせ・ご質問は、お気軽にお近くの JA窓口へ。
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「
成
人
病
」
か
ら
「
生
活
習
慣
病
」

に
40
年
ぶ
り
名
称
変
更

辰c

日
本
は
今
、
「
人
生
80
年
時
代
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
裏
で
は
、
成
人

病
の
増
加
、
寝
た
き
り
老
人
の
増
加
な
ど
、

様
々
な
問
題
を
か
か
え
、
す
べ
て
の
人
が
長

生
き
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
死
亡
し
た

方
の
死
因
を
見
る
と
「
が
ん
」
「
脳
卒
中
」

「
心
臓
病
」
の

3
大
成
人
病
で
亡
く
な
っ
た

方
が

6
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
死

因
を
見
て
も
、
肝
臓
や
腎
臓
の
病
気
や
糖
尿

病
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
成
人
病
が
原
因
で
多
く

の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
た
び
成
人
病
の
名
称
が
生
活
習
慣
病

に
変
わ
っ
た
よ
う
に
成
人
病
は
あ
る
日
突
然

に
か
か
る
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
を
か
け

て
徐
々
に
進
行
し
て
き
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
偏
っ
た
食
生
活
、
運
動
不
足
、
酒
の

飲
み
す
ぎ
や
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
な
ど
、
か

ら
だ
に
よ
く
な
い
生
活
を
長
い
間
続
け
る
こ

と
が
原
因
で
成
人
病
に
な
る
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
要
す
る
に
成
人
病
は
生
活
習
慣
と

深
く
関
連
し
て
い
る
の
で
す
。

そ
こ
で
早
期
発
見
に
威
力
を
発
揮
す
る
の

が
人
間
ド
ッ
ク
で
す
。
し
か
し
皆
さ
ん
誰
し

も
、
自
動
車
の
車
両
点
検
な
ど
は
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
の
で
き
ち
ん
と
受
け
ま
す
が
、

自
分
の
か
ら
だ
の
点
検
は
日
々
の
忙
し
さ
の

中
で
忘
れ
が
ち
で
す
。
異
常
を
感
じ
る
前
に
、

定
期
的
に
点
検
す
る
こ
と
が
無
事
故
に
つ
な

が
る
わ
け
で
す
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
も
定
期

的
に
受
診
し
て
長
い
人
生
を
快
適
に
過
ご
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

人
間
ド
ッ
ク
で
定
期
的
な

か
ら
だ
の
点
検
を

成
人
病
の
予
防
の
た
め
に
は
、
健
康
的
な

生
活
習
慣
を
築
く
こ
と
が
第

一
で
す
が
、
そ

れ
に
加
え
て
大
切
な
こ
と
は
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
努
め
る
こ
と
で
す
。
自
覚
症
状
の

ほ
と
ん
ど
な
い
時
期
に
異
常
を
発
見
し
、
治

療
す
る
こ
と
が
成
人
病
の
予
防
に
は
何
よ
り

も
効
果
的
な
の
で
す
。

人訓ドックのお閾い合わ世、
翰網醗は下飽フリ＝グイ苧ルまで

0120-874-702 

愛媛県厚生農業協同組合連合会

健康管理部企画推進係宛

〒790 松山市鷹子町533-1

T E L 089-970-2080 

F A X 089-970-2088 

死
困
の
六
割
が
三
大
成
人
病

成
人
病
予
防
に
は
早
期
発
見

早
期
治
療

躙麟

な
ん
の
た
め
に
、
人
閾
ド
ッ
ク
を
う
け
る
の
？

で
も
忘
れ
な
い
で
！

人
間
ド
ッ
ク
は
発
見
す
る
だ
け

s
一
番
大
事
な
の
は

そ
の
後
の
生
活
改
善
S

人
間
ド
ッ
ク
で
異
常
を
見
つ
け
、
治
療
を

し
た
と
し
て
も
生
活
習
慣
が
同
じ
な
ら
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
こ
と
は
、
受
診
後

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
守
り
、
健
康
管
理
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
生
活
改
善
に
生
か
す
こ
と
で
す
。

人
間
ド
ッ
ク
は
異
常
を
発
見
し
ま
す
が
、
健

康
を
守
っ
て
い
く
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

こ
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
人
生
80
年
時
代
を
豊

か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

,̀ S ヽ

ヽ r~謎込-、2ー、 連
絡
先

※
交
通
事
故
関
係
（
共
済
）

藤

高
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満

6

三
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ー
ニ
五
八
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竹
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一
男
6

二
五
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―
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0

※
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儀
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中

田
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6

三
四
ー
ニ
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八
五

宇
都
宮
寿
男
6

三
四
ー
ニ
ニ
五
七

※
L

P
ガ
ス
関
係

石

河

健

次

6

三
四
I

三
五
七

六

増

田

喜

芳

6

三
四
ー

三
四
五
七

宇
都
宮
寿
男
6

三
四
ー
ニ
ニ

五
七

◎
正
月
三
ヶ
日
の

対
応
に
つ
い
て
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「這函藝i_＿椎／豆こ;;、／-I-----［
優良材生産は直材づくりから．I

県森連市況
平成 8年11月27日

大洲木市より （単位Irf当り 円）

長さ 末口径
ス ギ ヒノキ マッ

その他
直 曲がり 直 曲がり 直

7 cm 上下本 440 本 282本 790本 500
8 cm 本 461本 473本 811 本 860

4m  
13cm［ 上

24,700 53,500 18cm上22,000
18 cm 23,800 50,000 24cm上26,000
2 4 cm 23,000 53,000 30cm上36,000
7 cm 本 190 本 130本 238本 200
8 cm 本 280 本 280本 542本 542
11 cm 18,600 34,400 

1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

市売日 • •平成 8 年11 月 18 日
市売数登 ••923ケース 14,600kg 
平均単価 4,385円
銘柄別単価

l J11113 cm上26,500 -48,000 -18cm上20,000 入 ノ ＾ 0，uvu ~ o,3UV 9虫中ハ V J,ouv ~ q,uuv 9虫 ！ 

銘柄 価 格 相場 銘柄 価 格 相場

こうこ 7,500 ~ 8,000 強 特用大 4,100 ~ 5,400 強

大 厚 7,000--:-7,500 強 特 用 中 4,600 ~ 5,600 強

中 厚 6,500 ~ 7, 100 保 特 用 中 小 4,600 ~ 5,600 強

中小厚 5,800 ~ 6,500 強 特用小 3,500 ~ 3,900 （呆

/ jヽ 厚 4,000 ~ 4,800 強 大バレ 3,500 ~ 4,000 強
r) - L ---

^ ＾^^ ヽ r-^^ 

―‘ 

-L , 

^ ＾^^ ‘^  ^^ 
一`

! 
18 cm上24,400 -45,200 -24叫 23,000 中 ウ ス 4,700 ~ 5,800 保中小パレ 3,500 ~ 3,900 強 ！ 

2 4 cm上19,soo I -I I 130cm上
! 7 CTII 下本 70本 一 本 70本 一

中 小 ウ ス 4,100 ~ 5,000 保小パレ 2,000 ~ 2,800 強 ！ 

! 2 m 8 cm上本本一本本一 小ウス 3,100~ 4,000 保変形 3,000~ 3,800 強！

! 16 cm上 8,000 -22,000 -13叫 ジャミ 2,500~ 3,000 保色悪ウス 2,800~ 3,600 強 t
! 30 cm上 30cm上

13 cm上32,200 I I 78, soo 
どんこ大 6,500 ~ 7,500 強色悪パレ l,800 ~ 2,800 強 ！ 

！ i 6 m 18 CTII上27500 68 100 ど ん こ 中 6,000 ~ 7,000 強，j粒トー、ノコ

！ 特選
！ 

350,000 ど ん こ 小 4,000 ~ 5,000 保 ス ラ イ ス 2,900 ~ 4,800 強
！ ！ 足 場 lm当たり円～円 概況 出品物は、春子70％秋子30％であった。相場は依然として強く、特に

！ 特市の出荷御協力ありがとうございました。 春子厚肉が強い。秋子はほとんどがパレ葉であったが、秋子乎均単価は ' 
1，備考 出荷呈多く、杉・桧柱材を中心に値下がりし、小丸太、松材は弱保合。 3,328円と強く、堅調な取引が続いていますので早めの出荷をお願いし ！ 
！ ます。 ！ 
！ ！ 

\.-----------------------------------—•一---------—•-------------------」

「森林資源に関する基本計画及び重要な林産物の需要及び供給に関する長期の見通し」の

改定について

このたび林野庁は、「森林資源に関する基本計画及び重

要な林産物の需要及び供給に関する長期の見通し」の改定

について素案を公表しました。

この「計画及び見通し」は、森林計画制度の最上位に位置

するものであり、森林資源の長期的な整備の基本方向や重

要な林産物である木材の長期的な需要及び供給を明らかに

することにより、国の施策の指標や個々の林業等の経営の

参考となるものであります。

現行の「計画及び見通し」は、昭和62年 7月（閣議決定）に

策定されたものであり 、私たちは これに某づき多様な森林

整備などを行って参りましたが、その後の国内外の森林・

林業や木材需給を巡る状況の変化に伴い今回10年ぶりに改

定されることになりました。改定のポイソトは次の通り。

（森林資源に関する基本計画）

l 「持続可能な森林経営」をめざした森林の質的充実

• 1,000万haの人工林の造成が達成され、今後は森林をを

健全な状態に育成し、循環させ る

•森林の質的充実を図るため、保育・間伐の推進、天然力

も活用した多様性に富む育生複層林の整備を拡大する

・天然生林の的確な保全と必要に応じ景観整備等を実施す

る

．伐採年齢の長期化に伴い森林蓄積の目標を現在の約35億

面から将来、1.3倍の約46億面に増大する

2 公益的機能の発揮をより重視

・自然災害の発生や渇水等に対する災害に強い国土基盤を

形成するとともに、良質な水の安定供給をはかるため、

水源かんよう・山地災害防止•生活環境保全・保健文化

の各機能の高度発揮を重視した森林整備を図る

3 森林総合利用の推進と都市・山村交流の活性化

・人が森林とふれあう 「広く国民に開かれた森林」（現状67

万ha)を20年後におおむね 2倍に整備する

4 目標達成のため三つの方向で森林整備を推進

・「水土保全」、「森林と人との共生」、「資源の循環利用」を

重視する森林整備を行う

（重要な林産物需要及び供給に関する長期の見通し）

1 森林資源が成熟している中で、素材生産・木材加工コ

ストを低減、間伐材を有効に利用し、国産材供給の増加

をめざす

2 見通しの主な内容（抜粋）

需要量はほぽ横這いだが、供給量は代替材・外材との競

争条件の改菩が図られ、国産材供給が増加し、 20年 日には

自給率は 5割に上昇（現状33％→46,..___,48%)

林業改良指導員 越智慎吾
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「
こ
い
ご
こ
ろ
」
は
、
平
成
七
年
三

月
に
県
の
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
、

良
質
・
良
食
味
品
種
と
し
て
期
待
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

肱
川
町
で
も
、
平
成
七
、
八
年
に

現
地
実
証
を
行
い
ま
し
た
。
九
年
か

ら
は
本
格
的
な
普
及
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
品
種
の
特
性
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

一

来

歴

昭
和
六
十

一
年
に
農
業
研
究
セ
ソ

タ
ー
に
お
い
て
、
「
関
東
一
四
一
号
」

を
母
と
し
、
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
父
と

し
て
交
配
を
行

っ
た
組
み
合
わ
せ
に

由
来
し
ま
す
。

二
形
態
的
特
性

・

「
日
本
晴
」
に
比
較
し
、
秤
長
は

約
三

cm
長
く
、
穂
長
は
同
程
度
、
穂

数
は
や
や
少
な
い
。
止
葉
は
立
ち
、

草
姿
は
良
好
。

・
玄
米
の
粒
形
、
粒
大
は
中
で
あ
り
、

千
粒
重
は
「
日
本
晴
」
よ
り
や
や
大
、

玄
米
の
外
観
品
質
は
「
日
本
晴
」
並
゜

三
生
態
的
特
性

・
出
穂
期
、
成
熟
期
と
も
「
日
本

晴
」
よ
り
一

i
二
日
程
度
遅
い
早
生

水
稲
品
種
「
こ
い
ご
こ
ろ
」
に
つ
い
て

⑨
⑭
@
＠
R
黛
）

品
種
。

；
稲
―
[
強

□国
□い
〗[
B〗
讐
い

•
い
も
ち
病
抵
抗
性
は
、
葉
い
も

ち
が
中
、
穂
い
も
ち
が
や
や
強
。

四

食

味

「
日
本
晴
」
よ
り
優
り
良
好
。
育
生

地
で
の
評
価
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
並
゜

五
肱
川
町
で
の
成
績

過
去
二
年
間
の
乎
均
で
は
、
六
月

上
旬
移
植
の
場
合
、
出
穂
期
が
八
月

二
0
日
、
成
熟
期
が
九
月
二
十
四
日
、

収
量
が

一
O
a当
た
り
四
九
六
柊
と

な
っ
て
い
ま
す
。

病
害
虫
の
発
生
は
、
葉
い
も
ち
の

発
生
が
や
や
認
め
ら
れ
た
も
の
の
、

そ
の
後
の
葉
い
も
ち
へ
の
進
展
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

栽
培
者
は
、
「
作
り
や
す
く
、
お

い
し
い
米
」
と
い
う
評
価
を
し
て
い

ま
す
。

六

そ

の

他

栽
培
希
望
者
は
、

J

A
に
栽
培
登

録
の
上
、
指
定
肥
料
「
粒
状
ま
ご
こ

ろ
」
の
使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
以
外
は
品
種
認
定
が
で
き
な
く

な
る
の
で
留
意
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は

J

A
肱
川
ま
で
確
認
し

て
下
さ
い
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

；
木
樹
—

柿
の
剪
定

柿
の
結
果
習
性
の
最
も
重
要
な
特

徴
は
枝
の
先
端
1
i
3
芽
が
結
果
枝

と
な
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
先
端

を
切
る
と
実
が
成
り
ま
せ
ん
。
主
体

は
間
引
き
剪
定
（
枝
の
元
部
か
ら
切

る
）
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

剪
定
の
要
領

ノ
コ
ギ
リ
か
ら
（
主
枝
、
亜
主
枝

抜
き
）
剪
定
ば
さ
み
（
側
枝
の
小
剪
定
）

ヘ①
主
枝
、
亜
主
枝
の
剪
定

1
樹
あ
た
り
、
主
枝
の
数
は
だ
い

た
い

3
本
程
度
、
亜
主
枝
は

6
本

（
主
枝
に

2
本
づ
つ
）
が
理
想
で
す
。

主
枝
が
あ
ま
り
多
い
と
、
養
分
の

な
が
れ
、
枝
の
強
さ
な
ど
多
方
面
か

ら
弊
害
が
出
て
き
ま
す
。
主
枝
が
多

い
場
合
は
減
し
て
い
き
ま
す
が
、
一

度
に
切
り
す
ぎ
る
と
樹
が
枯
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
を
追
っ

て
改
造
し
て
い
き
ま
す
。

②
側
枝
の
剪
定

基
本
的
に
亜
主
枝
に
着
生
さ
せ
ま

す
。
（
一
番
太
い
元
枝
に
結
果
す
る

母
枝
を
つ
け
な
い
）

／新梢二 ', 
肉

I 
、 結果母枝 ．．． ....'¥/. ．入f•• • -r< --～ ｀ 

⑥ 

発育枝を利用した側枝

（候補枝含）は60cm間隔

でもよい

‘、 (r1

／ 
主枝または亜主枝

図 2 側枝（小枝）の配置間隔

5~6年目
主枝、第 I亜主枝は
明確となる

図 1

ら
り

時
く
切

植

cm
で
す

定

60
い
返

目
枝
長
返

ザ{[詈2主と枝
す

①
 

3
 

/

-

J

目
第

メ

③
*
|
 

年

ぶ

る

4

枝
選

す

～

主

を

合

3

2
枝

競

第

主

幹
枝

目
主
る

年
に
い
つ

5
外
て
ず
る

～
以
出
し
す

4

訊認虹
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主枝、亜主枝の配置

1
月
7
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
8
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
13
日
（
月
）
中
津
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

1
月
14
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
16
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
21
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

1
月
22
日
（
水
）
岩
谷
方
面

1
月
23
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
28
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

1
月
29
日
（
水
）
中
津
方
面

1
月
30
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

1
月
醤
油
配
達
予
定
表

1
月
9
日
（
木
）
大
谷
方
面

1
月
10
日
（
金
）
本
所
地
区

1
月
17
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

1
月
4
日
（
土
）
大
屋
敷
・
大
平

1
月
6
日
（
月
）
上
石
丸
・

師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

1

月
8
日

（
水
）
藤
野
原
•
町

1
月
10
日
（
金
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

1
月
13
日
（
月
）
久
保

1
月
16
日
（
木
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

1
月
17
日
（金）
中
津
・
小
倉

1
月
18
日
（
土
）
広
常
・
影
地

1
月
20
日
（
月
）
森

・
肱
栄
・
硯
・

久
下

樋
野
ロ
・
汗
生

1
月
22
日
（
水
）
白
石
・
上
小
藪

中
小
藪

1
月
24
日
（
金
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄

・

道
野
尾
・
赤
岩

1
月
27
日
（
月
）
大
駄
場
・

柳
・
郷

瓜
生
谷

1
月
29
日
（
水
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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ピア劇土

十
六
名
、
十
五
オ
か
ら
六
十
オ
代
ま

で
、
職
業
も
中
学
生
か
ら
議
員
さ
ん

ま
で
と
幅
広
い
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
は
、
五
月
よ
り
、
第

二
•
第
四
水
曜
日
の
午
後
七
時
三
十

分
よ
り
午
後
九
時
三
十
分
の
二
時
間

練
習
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も

出
演
者
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
自
主

的
に
練
習
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
も

そ
う
だ
っ
た
の
で

す
が
、
出
演
者
が

全
員
揃
っ
て
練
習

す
る
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
出
演
者

全
員
が
揃
っ
た
の

は
三
十
分
前
で
し

た
が
、

今
年
は
公

演
前
一
ヶ
月
に
全

員
が
揃
い
ま
し
た
。

上
演
一
週
間
前

に
な
る
と
、
風
博

の
本
番
用
舞
台
で

の
練
習
を
行
い
ま

し
た
。
公
民
館
で

大野町長登場の場面

恋人たちと妖精の王の場面

最後場面（出演者全員で）

英
語
教
室
の
成
果
発

表
と
し
て
、
十
一
月
二

十
四
日
（
日
）
、
午
後
二

時
三
十
分
よ
り
風
の
薄

物
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で

英
語
劇
「
真
夏
の
夜
の

夢
」
を
上
演
し
ま
し
た
。

一
今
年
の
教
室
参
加
者
は

町

長

も

特

別

出

演

t
 、T

＼℃

゜編集•発行

肱川町公民館
ff (0893) 34-2307 

魔法で馬の頭にされた場面

の
練
習
と
は
勝
手
が
違
い
戸

惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
演
出
も
多
少
変
更
が

あ
り
、
後
一
週
間
で
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

演
劇
に
は
出
演
者
だ
け
で

な
く
、
音
響
・
照
明
と
い
っ

た
裏
方
さ
ん
も
重
要
で
す
。

今
年
も
麗
沢
大
学
生
や

O
B

の
方
に
手
伝
っ
て
頂
き
ま
し

こ。f
 劇

の
内
容
を
申
し
上
げ
ま

す
と
、
今
年
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
劇
作
家
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
原
作
の
「
真
夏
の
夜
の
夢
」

と
い
う
喜
劇
で
す
。
ア
テ
ネ

の
公
爵
と
そ
の
婚
約
者
の
婚

礼
と
、
四
人
の
恋
人
た
ち
の

愛
の
行
き
違
い
、
そ
し
て
、

婚
礼
の
余
興
の
練
習
、
妖
精

の
王
と
王
女
の
け
ん
か
、
妖

精
が
巻
き
起
こ
す
間
違
い
に

よ
っ
て
お
こ
す
喜
劇
で
最
後

に
は
み
ん
な
幸
せ
に
な
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

前
日
の
二
十
三
日
に
、
照

明
・
音
響
と
演
技
の
合
わ
せ

で
す
。
何
回
も
繰
り
返
し
て

同
じ
場
面
を
合
わ
せ
ま
す
。

こ
の
晩
に
な
っ
て
、
や
っ
と
、

劇
全
体
を
通
し
て
演
技
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
演
技
す
る
服
を
付
け
て

初
め
て
演
技
し
ま
し
た
。

当
日
の
朝
は
、
顔
の
メ
ー

ク
ア
ッ
プ
か
ら
で
す
。
ほ
と

ん
ど
．の
人
が
顔
に
塗
る
ド
ー
ラ
ソ
を

経
験
し
ま
し
た
。
本
番
と
同
様
に
化

粧
・
衣
装
を
つ
け
て
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

い
よ
い
よ
本
番
で
す
。
観
客
の
中

に
は
、
高
知
か
ら
来
て
頂
い
た
人
も

あ
り
、
約
百
十
人
が
鑑
賞
さ
れ
ま
し

こ。t
 劇

に
は
、
最
後
の
場
面
で
大
野
町

長
も
出
演
し
、
劇
中
の
台
詞
の
他
に
、

自
分
で
考
え
た
台
詞
を
話
さ
れ
ま
し

こ。t
 劇

が
終
わ
る
と
、
出
浪
者
の
方
々

も
、
ほ
っ
と
さ
れ
た
様
子
で
、
半
年

間
の
苦
労
を
お
互
い
に
話
し
合
っ
て

い
ま
し
た
。

英
語
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
院
技
す

る
こ
と
の
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
英
語
教
室
で
し
た
。
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ホー ルイ ン ワ ン賞

氏 名 回数 氏 名 回数

谷田 重 信 1 冨 永 友 行 1 

兵頭 芳 一 1 浜田 雅子 1 

亀井 定市 1 森岡ミツヱ 1 

和気 梅子 1 堀 内 英雄 1 

畦田 鈴 子 2 鼻藤川、ンマ子 1 

鉾岩 延 子 1 上野 光高 1 

河内マチミ 2 蔵田 重信 1 

赤岩トキミ 1 岡 喜重郎 1 

グランドゴルフ大会
成績表

(10位まで）

スコア
＇ 順位 氏 名

イン アウト 合計

1 片山ウメ子 20 18 38 

2 兵頭 茂秋 20 19 39 

3 岡 喜重郎 23 18 41 

4 亀井 定市 2.4 18 42 

5 中居タケル 1 9 23 42 

5 中野 菊枝 22 20 42 

7 谷田 重信 25 18 43 

8 言年9フ｝‘ 友行 25 19 44 ， 沖 荒次郎 23 21 44 ， 瀬平 茂秋 24 20 44 ， 森本 茂子 23 21 44 ， 上田美代子 20 24 44 ， 冨永タネ子 23 21 44 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
グ
ラ
ソ
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
十
一
月
十
七
日
（
日
）
肱
川

中
学
校
運
動
場
で
、
百
十

二
名
の
参

加
が
あ
り
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
会
式
頃
か
ら
雨
が
ぽ

っ
ぽ
つ
と
落
ち
始
め
、
最
後
ま
で
プ

レ
ー
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
不
安
で

し
た
が
、
天
気
も
持
ち
こ
た
え
て
く

0
●
鬱
●

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
続
出

。

．．
 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

-—---•一,.- ・-------•一―l -•- -9 999,.." ＂” 
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う
か
。
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。
-
可

li
今
年
は
、
こ
こ
数
年
に
な

例
年
よ
り
早
く
、
閉
会
式
を
行
い

‘
-
5虚
＜
紅
葉
が
鮮
や
か
だ
っ
た
よ

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
高
砂
へ
と
~
―

―

う
な
気
が
す
る
。
特
に
ク
ヌ

場
所
を
移
動
し
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
~
｀
｀

―

-
ギ
・
ナ
ラ
等
が
き
れ
い
に
色

づ
い
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

クン

に
合
流
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
し
た

。

~

な
お
、
結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

~
ィ
平
成
五
年
の
長
雨
、
翌
年
の

ァ

~
ブ
干
ば
つ
、
木
々
た
ち
も
今
年

~
｀
ー
し
に
な

っ

て
よ
う
や
く
樹
勢
を

~
と
り
戻
し
た
の
で
あ
ろ
う
か。
今
年

~
は
暖
か
い
日
が
続
い
て
い
る
と
思
っ

~
て
い
る
と
突
然
の
寒
波
襲
来
、
初
雪

寒
い

〗中
熱
演
よ
文
化
協
会
S

'
~
で
し
か
も
、
十
セ
ソ
チ
を
超
え
る
大

目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
い
ま
し
~

雪
は
か
つ
て
降

っ

た
こ
と
が
な
い
と

こ
。
~
い
う
の
が
あ
い
さ
つ
が
わ
り
と
な
っ

音
響
も
プ
ロ
の
方
に
よ
り
、
い
い
~
た
。
雪
を
も
た
ら
し
た
大
風
で
紅
葉

音
で
気
持
ち
よ
く
歌
え
た
の
で
は
な

i

が

一
夜
に
し
て
雪
景
色
、
師
走
で
あ

~
る

。
一
年
が
経
つ
の
は
は
や
い
も
の

い
で
し
ょ
う
か
。

~
で
あ
る
。

歌
謡

、ソ
ョ
ー
で
は
、
歌
手
の
近
藤
~

[

こ

の

一
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

か
お
り
さ
ん
が
歌
を
披
露
さ
れ
ま
し
~

こ
。

~

事
時
面
で
は
、
厚
生
省
の
エ
イ
ズ

、

~
福
祉
を
く
い
も
の
に
し
た
疑
惑
。

史

~
上
最
低
の
投
票
率
だ
っ
た
総
選
挙
。

寒
い
日
で
し
た
が
、
出
演
者
の
方
、
~~

経
済
面
で
は
、
リ
ス
ト
ラ
、
企
業

ご
苦
労
様
で
し
た
。

）
~
の
経

費
削
減
の
た
め
の
海
外
進
出
に

よ
る
経
済
の
空
洞
化
。

外
~

町
~

は
~

ス
ポ
ー
ツ
面
で
は
、
ア
ト
ラ
ソ
タ

オ
リ
ソ
ピ

ッ
ク
、
次
回
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ

で
．

ま

~~

。

フ
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
日
韓
共
同
開
催
。

人
．

3
~

一
方
世
相
で
は
、
「
ア
ム
ラ
ー
」
な

ょ
~

る
髪
を
茶
色
に
染
め

、

眉
を
細
く
す

左
~
る
女
の
子
た
ち
の
流
行
。

者
~

思
い
つ
く
ま
ま
に
掲
げ
て
い
く
と

き
り
が
な
い
。

賞

~

入
~
会
~
師

走
と
い
う
と
何
か
と
浮
き
足
だ
っ

大
~

て
し
ま
う
時
期
で
は
あ
る
が
、
時
間

~
を
ゆ

っ
く
り
と
り

、

一
年
を
振
り
返

ケ

"
ォ
"
ラ
~

り
た
い
も
の
で
あ
る
。
来
年
も
同
じ

・
失
敗
を
く
り
返
さ
な
い
た
め
に
。

ヵ
~

子供輪の会による発表

れ
、
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

こ
。

t
 昨

年
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
競
技
を

行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ホ
ー
ル

イ
ソ
ワ
ソ
が
昨
年
よ
り
も
多
く
、
ス

コ
ア
の
方
も
、
僅
差
の
競
い
と
な
り

ま
し
た
。
早
い
ペ
ー
ス
で
回
っ
た
の

で
、
神
経
が
集
中
で
ぎ
た
の
で
し
ょ

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
、
歌
謡
、
ソ
ョ
ー
を
、
文
化
協

会
主
催
で
行
い
ま
し
た
。

舞
踊
で
は
、
子
供
輪
の
会
の
十

二

名
に
よ
る
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
可
愛

い
と
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
町
内
よ
り
十

三
組
、

町
外
よ
り
十

二
組
の
出
演
が

あ
り
、
中
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ
用
の
衣

装
を
準
備
さ
れ
て
い
る
方
も
あ
り
、
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野菜品評会（正山） 相撲大会（正山）

文楽公演（正山）

正
山
産
業
文
化
祭
が
、
十
一
月
二

十
四
日
（
日
）
、
正
山
小
学
校
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
野
菜

の
品
評
会
、
子
供
相
撲
大
会
、
バ
ザ
ー

等
が
行
わ
れ
、
約
三
百
人
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
に
、
大

谷
文
楽
の
町
内
公
演
も
行
わ
れ
、
傾

こ
正
山
分
館

＼ 

山）

i

地

域

密

彗

の

分

館

瑶

動

一

城
阿
波
の
鳴
門
八
段
目
巡
礼
の
歌
の

段
と
三
国
伝
来
玉
藻
前
旭
袂
三
段
目

道
春
館
の
段
が
上
演
さ
れ
、
約
百
五

十
名
の
方
が
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

こ
の
文
化
祭
準
備
の
た
め
、
前
日

よ
り
、
役
員
さ
ん
は
、
品
評
会
野
菜

の
集
荷
、
仕
込
み
等
を
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
ど
う
も
ご
苦
労
様
で
し
た
。

岩
谷
っ
子
ま
つ
り

岩
谷
っ
子
ま
つ
り
が
、
十
一
月
二

十
四
日
（
日
）
、
岩
谷
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
行
事
は
学
校
主

催
で
す
が
、

P
T
A
・
公
民
館
・
老

人
ク
ラ
プ
等
が
参
加
し
て
、
地
域
あ

げ
て
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

午
前
八
時
よ
り
も
ち
つ
き
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
人
が
児
童
た
ち
に
昔
話
を

話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
昼
食
に
は
、

芋
が
ゆ
を
一
緒
に
食
べ
て
、
午
後
か

ら
は
、
学
芸
会
が
あ
り
、
公
民
館
・

老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
、
手
品
・
踊
り
等

五
つ
程
の
出
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。

約
八
十
人
の
人
た
ち
が
集
ま
り
、
一

日
行
事
を
行
い
、
児
童
た
ち
と
地
域

の
人
々
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

面
口麗

蝉

過
疎
の
里
彩
る
蝉
の
コ
ソ
サ
ー
ト

清
濁
の
心
を
洗
う
蝉
し
ぐ
れ

蝉
し
ぐ
れ
あ
ま
り
聞
か
ず
に
夏
を
す
ぎ

環
境
の
汚
染
で
減
っ
た
蝉
と
ん
ぼ

気
ぜ
わ
し
く
日
ぐ
ら
し
鳴
い
て
今
日
終

わ
る

昔
ほ
ど
蝉
が
鳴
か
な
い
栗
林

朝
露
に
殻
を
残
し
て
立
っ
た
蝉

か
し
ま
し
く
聞
け
な
く
な
っ
た
蝉
の
声

孫
の
声
蝉
に
負
け
じ
と
お
お
は
し
ゃ
ぎ

ヵ

懐
か
し
い
お
堂
の
庭
の
力
石

力
ず
く
玩
具
と
り
っ
こ
幼
稚
園

絶
対
の
ピ
ソ
チ
に
見
せ
た
底
力

つ
り
は
し
よ
り

（
河
鹿
集
よ
り
）

露
草
の
あ
を
水
の
色
空
の
色

神
輿
衆
地
に
腰
据
へ
て
よ
ば
れ
酒

ひ
そ
や
か
に
句
作
の
窓
に
十
―――夜

ロ
ー
カ
ル
線
長
き
停
車
に
獅
子
の
舞

孫
生
ま
る
大
秋
晴
の
午
後
の
こ
と

ぬ
り
か
え
て
秋
日
ま
ぶ
し
ぎ
大
鳥
居

里
祭
り
の
生
家
の
村
を
素
通
り
す

祭
獅
子
足
の
揃
ひ
の
前
う
し
ろ

静
か
な
る
秋
の
雨
降
り
裏
は
山

ぎ
ら
き
ら
と
光
る
草
木
の
月
夜
な
り

名
月
に
開
閉
橋
の
昇
り
た
り

な
つ
か
し
き
友
と
会
い
た
り
秋
ま
つ
り

太
鼓
の
音
い
つ
も
ど
こ
か
で
里
祭

か
つ
か
つ
と
口
鳴
ら
し
舞
ふ
祭
獅
子

橋
渡
る
霧
の
深
さ
の
中
に
風

明
日
よ
り
の
祭
日
和
や
湖
の
村

よ
く
や
っ
た
孫
の
成
績
ほ
め
て
や
り

鍬
を
振
る
力
も
失
せ
て
帰
路
に
着
く

腹
の
虫
力
任
せ
に
石
を
蹴
る

土
壇
場
に
な
る
と
母
ち
ゃ
ん
だ
す
カ

老
木
が
力
の
限
り
花
を
つ
け

体
格
と
口
ば
っ
か
り
で
出
ぬ
力

)
 

清
流
と
呼
ば
れ
た
昔
今
水
路

里
の
川
洗
濯
岩
も
懐
か
し
い

ハ
ヤ
釣
っ
た
昔
の
川
は
今
は
無
い

七
夕
に
ロ
マ
ソ
を
語
る
天
の
川

改
修
で
川
も
田
ん
ぽ
も
姿
替
え

渡
し
舟
川
面
に
偲
ぶ
ダ
ム
の
宿

川
で
泳
い
だ
な
ん
て
今
の
子
信
じ
な
い

若
鮎
へ

川
を
眺
め
て
小
半
日

夏
休
み
あ
そ
ん
だ
川
は
ダ
ム
の
底

瀕

（
し
ゃ
く
な
げ
集
よ
り
）

手
を
振
っ
て
歩
け
歩
け
と
鱗
雲

灯
の
親
し
指
に
朱
筆
の
朱
の
移
り

淡
島
の
秋
灯
に
亭
浮
び
を
り

秋
夕
陽
淡
島
行
き
の
船
に
あ
り

能
楽
の
鼓
響
け
る
良
夜
か
な

能
舞
台
照
ら
し
て
ま
さ
に
望
の
月

八
甲
田
山
紅
葉
黄
葉
の
競
ひ
合
ひ

湖
の
霧
晴
れ
て
ゆ
く
島
の
影

夕
日
さ
す
刈
田
の
畦
を
急
ぎ
け
り

青
空
へ
笑
み
を
ふ
り
ま
き
秋
桜

退
し
く
咲
い
て
や
さ
し
き
葛
の
花

夕
焼
け
や
飛
行
機
雲
の
一
直
線

野
菜
畑
こ
お
ろ
ぎ
も
ぐ
ら
の
遊
園
地

話
聞
く
だ
け
の
慰
め
実
む
ら
さ
き

秋
夕
焼
泣
き
じ
ゃ
く
り
つ
つ
子
の
か
え
る

段
畑
や
夕
陽
に
柚
子
の
輝
き
て

山
吹
き
の
た
だ

一
輪
の
返
り
花

林
道
の
光
集
め
て
柿
紅
葉

山
畑
の
草
の
中
よ
り
牛
努
引
く

●
一
月
十
五
日
（
成
人
の
日
）

第
四
十
九
回
成
人
式

午
前
九
時
よ
り

肱
川
町
ハム
民
館
集
会
室

●
一
月
十
九
日
（
日
）

健
康
マ
ラ
ソ
ン
・
町
内
駅
伝
大
会

午
前
九
時
よ
り

肱
川
中
学
校
運
動
場

●
一
月
二
十
ハ
日
（
火
）

明
老
大
学

午
前
九
時
よ
り

肱
川
町
公
民
館
集
会
室
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十
二
月
も
後
半
を
迎
え
合
年
も
残

り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方

の
青
年
団
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
、

ご
協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
我
々

膏
年
団
も
そ
れ
な
り
に
合
年
の
予
定

を
消
化
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

私
が
新
成
人
に
な
っ
た
の
は
、
ニ

年
前
の
こ
と
で
、
多
く
の
同
級
生
が

成
人
式
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
懐

か
し
い
顔
触
れ
に
再
会
で
き
る
の
が

前
々
か
ら
の
楽
し
み
で
し
た
が
、
も

う
―
つ
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
私
が
中
学
校
三
年
生

の
と
き
、
同
級
生
み
ん
な
で
鹿
野
川

新
成
人
の
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

橋

本

孝

博

団
長

青年団だより

A
 
s
 
u
 
k
 
A
;l
 

園
地
の
展
望
台
の
下
へ
埋
め
た
、
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
開
け
て
み
る
こ
と

で
す
。
確
か
中
身
は
ピ
デ
オ
テ
ー
プ

や
作
文
・
写
真
・
当
時
の
新
聞
な
ど

を
い
れ
た
記
憶
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
家
へ
の
帰
り
道
で
展
望
台
の
前
を

通
る
度
に
、
成
人
式
に
は
見
れ
る
ん

だ
と
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
）
に
こ
対
面

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

約
七
年
間
の
湿
気
な
ど
で
と
て
も
み

れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

と
て
も
残
念
で
し
た
。
が
．

．、
成

人
式
に
出
席
し
た
こ
と
、
み
ん
な
と

再
会
で
き
た
こ
と
、
一
緒
に
お
酒
が

飲
め
た
こ
と
の
ほ
う
が
二
十
歳
の
い

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

成
人
式
ま
で
後
わ
ず
か
、
新
成
人

の
皆
さ
ん
成
人
式
に
出
席
さ
れ
ま
す

か
？
肱
川
町
の
成
人
式
で
は
、
毎
年

我
々
青
年
団
が
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど

を
企
画
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
回
も
新
成
人
の
た

め
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
楽
し
み
に
し
て
こ
参
加
下
さ
い
。

そ
し
て
二
十
歳
の
い
い
思
い
出
を
沢

山
作
っ
て
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ASUKA編集部は、青年団やASUKAに関する

皆様のご意見 • ご感想など、また情報の提供や取材の依頼 ・
疑問質問なんでも構いません。

お便リ電話の伝言•FAXをお待ちしております。
ご連絡頂いた人には、「青年団特製マグカップ」をブレぜント
いたします。

～あて先～
〒797-15

肱川町大字山鳥坂73番地

肱川町公民館内青年団事務局 ASUKA編集部宛まで
～電話での伝言 ．FA X ~ 0893-34-2591 

24時間受付しまーす ！午後11時以降は留守番電話になってお

ります。

一人で思いにふけっているあなた、お酒を飲んで騒いでい

るときあなた、ふと気が付いたらASUKA編集部に電話し
たくなったりして• .... 。

くれぐれもあて先の間違い、 電話番号の間違いにはお気を

つけ下さい。それと、 ご自分のお名前・住所・ 電話番号

をお忘れなくお書き下さい。

留守番電話の場合もお忘れなく。

朝
テ
レ
ピ
を
見
て
い
ま
す
と
、

よ
く
星
座
の
運
勢
占
い
を
や
っ
て

い
ま
す
。
し
っ
か
り
順
位
ま
で
つ

け
た
り
し
て
。
だ
か
ら
何
だ
っ
つ
ー

の
と
言
い
た
い
時
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
か
。
合
う
な
ず
い
た
あ
な
た
！
マ

メ
に
朝
か
ら
運
勢
を
気
に
し
て
い
ま

す
ネ
。
つ
い
で
の
某
朝
刊
の

”き
ょ

う
の
運
酔
ま
で
チ
ェ
ッ
ク

・
チ
ェ
ッ

ク
と
言
う
方
も
中
に
は

．．．．
．
．
。
青
年
よ
！
こ
れ

で
委
員
会
げ
良
い
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。
朝
と
言

う
の
は
合
日
一
日
が
ス

タ
ー
ト
す
る
準
備
段
階
。

特
に
女
性
の
朝
は
大
変

で
し
よ
ー
。
朝
シ
ャ
ン

や
化
粧
や
今
日
の
着
る

青年よ！ ・

これで委員会！？

前
月
号
の

A
S
U
K
A
の
ク
リ
ス

マ
ス
特
集
は
皆
様
の
お
役
に
立
っ
た

で
し
ょ
う
か
？
役
に
立
っ
た
人
や
こ

れ
か
ら
役
に
立
て
る
人
、

A
S
u
k

A
編
集
部
に
感
謝
し
た
ま
え
。
役
に

立
た
な
か
っ
た
人
は
、
こ
れ
か
ら
の

出
来
事
や
平
成
九
年
版
A
S
U
K
A

ク
リ
ス
マ
ス
特
集
号
に
期
待
し
よ
う
。

そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
に
一
曲
・

・・

（
ポ
ロ
リ
ン

）

も
お
い
く
つ
寝
る
と
お
ー
お
正
月
う
ー

も
お
ち
ょ
っ
と
寝
る
と
お
ー
バ
レ
ン

タ
イ
ン
だ
っ
し
ー
も
っ
と
も
っ
と

寝
る
と
お
—
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

、

早
く

来
い
来
い
ー
平
成
九
年

（
ど
ん
な

替
え
歌
や
、
そ
れ
に
合
月
号
の
大
事

な
成
人
式
が
入
っ
て
な
い
や
な
い
か
！

編
集
部
長
怒
つ
っ
こ
み

）

と
言
う
事
で
ま
だ
ま
だ
恋
愛
イ
ベ
ン

ト
は
続
く
の
で
あ
っ
た
。

り

編
集

あ
と
ば
な
し
[
口

`
[]
 

ミバ
一
／

r

寧
[

こ
／

r

．

服
な
ど
な
ど
。
最
近
の
野
郎
も
負

け
て
ま
へ
ん
で
ぇ
ー
、
と
言
う
人

も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
ー
な
の
で

す
、
朝
か
ら
格
好
だ
け
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
朝
飯
食
っ
て
、

運
勢
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
腹
も
心

も
容
姿
も
ピ
リ
ッ
と
し
て
出
か
け

ま
し
ょ
う
。
そ
ん
な
日
は
、
何
か

い
い
事
あ
り
ま
す
よ
ー
に
。
こ
れ

で
委
員
会
。
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1月の日曜 ・祝日当直医
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ー 月 の 行事予
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定

日 当 直 医 電 話

堀 J 11 医 院
43-0555 

1 日 （ 内 子 ） 

（水） 清 家産婦 人 科 医 院 24-6868 
（東 大 洲I)

r玉上 来 医 院
44-2248 

2 日 （ 内 子 ） 

（木） 泉 内 科 医 院
24-6407 

（東 大 沙H )

小 J 11 医 院
44-2815 

3 日 （ 内 子 ） 

（金） 松 元産婦人科 医 院 24-3067 
（ 中 村 ） 

古 J 11 医 院
44-2407 

5 日 （ 内 子 ） 

（日） 石 川内 科医院 24-3306 
（ 若 宮 ） 

町 田 医 院
43-0211 

12日 （ 内 子 ） 

（日） 小川 整 形 外 科 医 院 23-5596 
（＝  の 丸）

成 田 医 院
47-0061 

15日 （ 大 棟頁 ） 

（水） 中塚内科医院 24- 0606 
（西 大 沙卜［ ） 

土居・内科外科医院 44-5521 
19日 （五 十 崎）

（日） 東大 洲城戸眼科医院 24-1010 
（東 大 沙1、I )

藤 木 医 院
44- 2561 

26日 （五 + l埼）

（日） 大久保 内 科 医 院 26-1131 
（八 多 号_.__ ） 

※変更になる場合がありますので、前も って
連絡してからお出かけください。

救 急 病 院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
市 立 大、洲 病 院 24-2151 
（大洲市西大 洲）

水 加 戸 病 院 24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大 洲 中 央病院 24-4551 
（大沙1i市東大洲）

6 
7 
7 ・ 20 
14 
15 
16 
19 
19 
21 
28 
28 

仕事始め
行政相談
心配ごと相談
民生委員会
第49回成人式
農業委員会
第16回健康マラソ、ノ大会
第17回肱川駅伝大会
定例 部落長会
明老大学
税金等出張受入れ

▽

場

所

時

間

午
前

9
時

30
分

？

午

前

11
時

1
月
9
日
（木
）＿堡
品
沿
i

っ
ぽ
園

日

程

場

所

▽

時

間

午後1時30分

?4時30分

肱川町公民館

二階青年室

2月11 月9 1 
1 1 

2月0月8 
日

日日 日日

‘火’̀木―’ ‘月-’‘水-’ 
程

内 大

子 沙I、I 場

町
商

商
工
入云

工 議 所
ノ云＼ 所

◎
心
配
ご
と
相
談

◎
社
会
保
険
＿
日
（
出
張
）
相
談

時

間

＿午
後

1
時
3
0
分

?
2
時

1
月
14
日
（
火
）＿
保
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セ
ン
タ
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◎行政相談
▽日時1月7日（火）

午後1時30分

ー4時30分

▽場所肱川町公民館

二階青年室

▽相談員福田保委員

※自宅相談も受け付けています。

6三四ーニ五0八

1 1 相
月 月
20 7 

至ロ火火
日 日
ヘ ヘ

月 火 日
ヽ -

山角 桜福
担

本田 田 田 当
相

節和 徳 O.c

奇n火火

子三 香保 員

年
末
年
始
の
役
場
業
務

●
窓
口
業
務
（
戸
籍
関
係
）

平
成
八
年
十

二
月
二
十
八
日
（
土
）

か
ら
平
成
九
年

一
月
五
日
（
日
）
の
間
、

死
亡
・
出
生
・
婚
姻
•
そ
の

他
の
届

け
出
は
、
日
直
又
は
宿
直
者
が
受
け

付
け
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
そ

の
内
容
を
連
絡
し
て
か
ら
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

◎
三
種
混
合
予
防
接
種

◎
幼
児
教
室 日

。
日

時

間

午

前

10
時
ー

午

後

2
時

1
月
17
日
（
金
）
＿
肱
川
町
公
民
館
一

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室

日

程

場

所

◎
乳
幼
児
健
康
診
査

日

程

場

所

時

間

午

後

1
時
ー

1
時

30
分

1
月
22
日
（
水
）
保
健
セ
ン
タ

ー

※
午
前

10
時
か
ら
、
肱
川
町
公
民
館
で
、離

乳
食
実
習
を
行
い
ま
す
。

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

日

程

場

所

時

間

午
前

10
時

i

11
時

30
分

1
月
7
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ

ー

◎
健
康
つ
く
り
料
理
教
室

日

程

場

所

時

問

午

前

10
時
ー

1
月
21
日（
火
）
大
谷
公
民
館

午

後

2
時

1
月
23
日
（
木
）
岩
谷
公
民
館

1
月
27
日
（
月
）
予
子
林
公
民
館

◎
元
気
印
教
室

日

程

場

所

時

間

一午
後

1
時
3
0
分

?

3
時

30
分

1
月
20
日
（
月
）
＿
保
健
セ
ソ
タ
ー

◎
そ
よ
風
の
会

日

程

場

所

時

間

午
前
9
時
30
分

ー

11時

1
月
14
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ

ー

◎
1
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

1
月
16
日
（
木
）
か
ら

（出
す
の
は

1
月
15
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

小
畑
井
・萩
野
尾
・
汗
生
・
小
藪・
大
和
・

肱
栄
・
中
野
（
篠
谷
を
除
く
）
・
大
谷
・

鹿
野
J
I

◎
不
用
犬
の
引
取
り

▽

日

時

1
月
14
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ
ソ
タ
ー

＊
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場
合

は
、
印
鑑
．
鑑
札
・

予
防
注
射
済
票

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。


